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測定機器
修理日 2015年9月12日 ｱﾅﾗｲｻﾞｰ hp 8903B
担当 TORII ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ Tek TDS 430A

ﾏﾙﾁﾒｰﾀｰ Tek DMM4020
修理装置 Ｍｃｉｎｔｏｓｈ ＭＣ２１０５

所有者 ＡＡＦＣ　管理ＡＭＰ

症状 電源が入らない、Ｆｕｓｅが切れる

電源を入れるとＦｕｓｅが切れるので半導体のショートと思われるので出力トランジスターや
整流ダイオードのショート、断線を調べると右側チャンネルの出力トランジスタがショート状態
に成っていたので交換が必要。

修理内容 出力トランジスターを交換したいがかなり古い型式の為現状では入手できない、同等品を
探してみたが見当たらずトランジスターの規格で同規格を探してみると、候補品があるので
それを選定しました。

交換部品 型式　　ＭＪ１５０２２Ｇ　　　　４ケ
ｺﾚｸﾀｰ、ｴﾐｯﾀｰ耐圧 VCE　200V
ｺﾚｸﾀｰ電流 IC　16A
電流増幅率 hfe　80

出力波形の観測 

電源電圧の測定 

取り外したトランジスター 

交換前の状態 
交換したトランジスター 

故障したﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｰ 



備考
１） 故障したﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｰはMotorola製のｱﾙﾐﾊﾟｹｰｼﾞで同じような性能の物に有名な型番に２Ｎ３０５５が

あるが、残念な事に（ＶＣＥ電圧が６０Ｖ）と低く今回のＡＭＰの電源電圧が７０Ｖなので耐圧不足で
交換用にはならなかった、外観形状は見た目が同じﾊﾟｹｰｼﾞでいいのですが？

２） 交換したＯＮ・Ｓｅｍｉｃｏｎ製は（ＶＣＥ電圧が２００Ｖ）有り電圧に余裕がある。

３） ｻｰﾋﾞｽﾏﾆｱﾙの回路図に記載してある電源電圧が±３５Ｖとあり指定の電圧が測定できた。
電源入力はＡＣ１１７Ｖ

４） 注意が必要？　ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｰの取り付けは一般的には絶縁ｼｰﾄを張り付けて放熱版に取り付けるのが
通常だがこのＡＭＰはﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｰを直接ﾈｼﾞで締め付けていて電源電圧が直接放熱器に掛かってい
いるので触るときには注意が必要、放熱器本体を絶縁金具（ﾍﾞｰｸ製）で本体のｼｬｰｼに固定している。

５） 出力の安定性を観る
１ｋＨｚの周波数で連続１時間出力して発熱とドリフトを観測した。
ｵﾌｾｯﾄ電圧は５ｍｖ以内に入るの問題ない。
発熱も放熱器の温度は40℃ほどに上がるが左右とも同じ温度なので異常はないと判断した。


